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独立採算による特定の事業を
経理する会計

区 分 金　　額
増  減  額 増減率（％）
7年度当初予算額に比べ 会　計　区　分 収益的

収　支
資本的
収　支 合　計 資金不足額純利益

純損失

令和8年度 予算案
～市の8年度の予算案が決まり、開会中の市議会定例会に提案しています～

歳入 歳出

つの分野を柱として予算を編成しています

事業目的を限定し、特定の歳入を
特定の事業に充てて経理する会計

（単位 : 億円 △は減）

特別会計

４

収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出
収入
支出

水 道 事 業

交 通 事 業

病 院 事 業

合 計

令和8年度の予算編成にあたっては、令和6年11月に公表した「今後の財政見通し」におい
て、多額の収支不足が見込まれる厳しい状況であったことから、「行財政改革推進プラン」に
基づく対策を実行するなど、健全な行財政運営に努めることを基本に、限られた財源の中にお
いても、選択と集中の視点を持ちながら、引き続き、喫緊の課題である人口減少への対策として、
子ども・子育て、教育など未来に向けた施策を実施するとともに、市民の幸福度の向上につな
げるための各種施策に取り組むこととし、その結果、下記のとおりとなったところです。

28.5億
244.4億
305.6億
0.2億
4.4億
329.2億
0.0億

1.9億

59.4億
973.6億

19.9億
39.6億
31.9億
54.4億
4.2億
6.4億
32.8億
42.2億
88.8億
142.6億

48.6億
47.5億
79.5億
70.0億
17.5億
17.9億
267.8億
277.1億
413.4億
412.5億

68.5億
87.1億
111.4億
124.4億
21.7億
24.3億
300.6億
319.3億
502.2億
555.1億

△26.6億

△19.5億

△0.5億

△16.7億

△65.6億

△1.2億

8.4億

△0.7億

△9.3億

△2.8億

5.1億

23.4億

4.7億

28.2億

61.4億

0.8億
△13.8億
△43.1億

-
0.3億
10.1億

-

0.4億

7.4億
△37.9億

3.1
△5.3
△12.4
△6.8
6.5
3.2
0.0

24.8

14.3
△3.7

港 湾 事 業
国 民 健 康 保 険 事 業
自 転 車 競 走 事 業
奨 学 資 金
地 方 卸 売 市 場 事 業
介 護 保 険 事 業
発 電 事 業
母 子 父 子 寡 婦
福 祉 資 金 貸 付 事 業
後期高齢者医療事業

合 計

企業会計
（単位 : 億円 △は減）

公共下水道
事 業

一般会計
からの繰入

※「資金不足額」の項は、財政健全化法の資金不足額を表示しています。

未来をひらく
ひとを支える

まちをめざします
地域経済を
活性化します

健康で充実した
暮らしを支えます

多くの人を惹き
つける、魅力ある
まちをめざします

行政の基本的な事業に要する経費を市税などを主な財源として経理する会計一般会計

民生費
586.8億円

衛生費
201.5億円職員費

183.9億円

公債費
113.7億円

土木費
104.1億円

商工費
102.1億円

教育費
85.2億円

諸支出金
73.5億円

総務費
63.0億円

農林水産費　14.5億円

地方交付税
357.8億円

国庫支出金
351.5億円

市税
336.8億円

市債
110.3億円

道支出金
97.1億円

譲与税・交付金
95.9億円

諸収入
81.5億円

繰入金
40.9億円

寄付金　32.0億円
使用料・手数料 31.9億円

その他　5.3億円
消防費　6.8億円

その他　5.9億円

民生費
586.8億円

衛生費
201.5億円職員費

183.9億円

公債費
113.7億円

土木費
104.1億円

商工費
102.1億円

教育費
85.2億円

諸支出金
73.5億円

総務費
63.0億円

農林水産費　14.5億円

地方交付税
357.8億円

国庫支出金
351.5億円

市税
336.8億円

市債
110.3億円

道支出金
97.1億円

譲与税・交付金
95.9億円

諸収入
81.5億円

繰入金
40.9億円

寄付金　32.0億円
使用料・手数料 31.9億円

その他　5.3億円
消防費　6.8億円

その他　5.9億円

歳入
1,541.0億円

歳出
1,541.0億円

HAKODATE 2

市政執行方針 教育行政執行方針

全文はこちらから

市
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
深
刻

な
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
現
状
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
食
い

止
め
、
市
民
の
皆
様
が
函
館
で
将
来
に
わ

た
っ
て
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
ま
ち
の
活
力
を
維
持
・
発
展
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
私
は
そ
の
先
頭
に
立
ち
、
未
来
へ
の
挑

戦
を
恐
れ
ず
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
戦
略

的
な
投
資
に
よ
り
、
時
代
の
変
化
を
追
い

風
と
し
て
函
館
の
ま
ち
の
成
長
へ
と
変
え

て
い
き
ま
す
。

　
多
く
の
方
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
子
育
て
・
教
育
・
福
祉
な
ど
へ
の

支
援
は
も
と
よ
り
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
魅
力
的
な
し
ご
と
の
創
出
や
地
場
産
業

の
振
興
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
函
館

の
都
市
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
水
準
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
よ
う
、
本
市
が
持
つ
数
多
く
の

強
み
や
魅
力
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
さ
ら
に

磨
き
上
げ
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
世

界
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
都
市
の
形
成
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
南
の
各
市
町
と
手
を
携
え
、

圏
域
一
体
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
で
活
力

あ
る
豊
か
な
函
館
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と
世
代
や
立
場

を
超
え
て
つ
な
が
り
、
心
を
一
つ
に
し
て

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
次
の
世
代
へ

と
誇
れ
る
、
選
ば
れ
る
函
館
の
未
来
を
と

も
に
創
り
上
げ
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

和
８
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
施

策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
、
変
化
す
る
社

会
を
主
体
的
に
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
個
々
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き

出
す
教
育
の
実
現
を
目
指
し
、
学
校
に
多

様
な
人
材
を
配
置
す
る
な
ど
、
き
め
細
か

な
指
導
体
制
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的

な
活
用
に
よ
り
、
確
か
な
学
力
の
向
上
に

向
け
た
学
習
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
保
護
者
や
地
域
が
教
育
活
動
に
参
画
し

な
が
ら
、「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
一
体
と

な
っ
て
子
ど
も
を
育
め
る
よ
う
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
た
に
作
成
し
た
「
函
館
郷
土
の
歴
史

人
物
読
本
」
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
内
容
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
函
館
へ

の
愛
着
や
誇
り
と
未
来
へ
飛
躍
す
る
力
の

さ
ら
な
る
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
心
の
豊
か
さ
を
育
む
文
化
芸
術
の
振
興

に
つ
い
て
は
、
縄
文
世
界
遺
産
登
録
５
周

年
に
あ
た
り
、
縄
文
文
化
の
魅
力
発
信
に

努
め
ま
す
。

　
健
や
か
な
心
身
を
育
む
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
18

歳
以
下
の
育
成
年
代
が
集
う
国
際
サ
ッ
カ
ー

大
会
の
開
催
支
援
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
・
支
援
に
努
め
る
ほ

か
、Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
「
Ｒ
Ｂ
大
宮
ア
ル

デ
ィ
ー
ジ
ャ
」
の
夏
季
キ
ャ
ン
プ
実
施
に

向
け
、
受
入
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
月
25
日
に
第
１
回
函
館
市
議
会
定
例
会
で
行
っ
た
執
行
方
針
の
演
説
に
つ
い
て
、
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

市
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度
市
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

函館市 企画部広報広聴課
HP

函館市 企画部広報広聴課
HP

函館市 企画部広報広聴課
HP

https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014021400068/
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014022500392
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014022600122/
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一次産業の振興

スポーツの振興

子育て支援 高齢者福祉

医療・健康増進 教育環境の充実

一次産業の振興

GX（グリーントランス
フォーメーション）の推進
GX（グリーントランス
フォーメーション）の推進

スポーツの振興

子育て支援 高齢者福祉

移住・二地域居住の
推進
移住・二地域居住の
推進

医療・健康増進 ジェンダーギャップの
解消
ジェンダーギャップの
解消

教育環境の充実

イカ釣り漁業への支援や、キ
ングサーモン・コンブの養殖
に関する研究を継続するほ
か、グリーンツーリズムの推
進や未整備森林の解消を図る
など、農林水産業の持続的発
展を目指します。

第2子以降の保育料無償化や
小学校入学時の祝金の支給な
ど、子育てにおける経済的負
担の軽減を図るほか、子ども
たちが身近な地域において安
全・安心に過ごすことができ
る居場所づくりを進めます。

地域包括支援センターにおけ
る相談支援や高齢者交通料金
助成を継続するほか、介護事
業所等の人手不足については、
引き続き新規および継続就労
に対する奨励金の支給などに
より人材確保に努めます。

幅広い世代へのオーラルフレ
イルの予防事業を実施し、口
腔保健を推進するとともに、
在宅医療の提供体制を強化す
るほか、南茅部病院について
は、令和9(2027) 年4月の開
院に向け、整備を進めます。

特別支援教育支援員の増員な
ど、教育上特別な配慮を要す
る児童生徒への対応に引き続
き取り組むほか、快適な学習
環境の確保のため、全ての小
学校への常設型エアコンの設
置が完了するよう進めます。

企業向けセミナーや学生の視
点を生かした企業の実態調査
を実施し、若者や女性に選ば
れる職場となるための現状把
握と分析を行うなど、職場に
おけるジェンダーギャップの
解消を図ります。

ＧＸがもたらす地域産業への
波及効果を最大限に享受でき
るよう、洋上風力発電事業へ
の地元企業の参入機会の創出
や関連産業の集積、関連人材
の育成、港湾利用の活性化な
どに取り組みます。

うみしんフットボールパーク
においてＪリーグの夏季キャ
ンプの受入れや天然芝コート
の改修などの環境整備を行う
ほか、スポーツ合宿の補助金
を拡充し、本市の合宿地とし
ての認知度向上を図ります。

移住支援金の支給やお試し移
住の実施などにより、移住・
定住者の誘致を図ります。ま
た、地域おこし協力隊を活用
して、二地域居住者の住まい
の確保を支援するなど、受入
体制を整備します。

HAKODATE 4

高齢化により亡くなる方が増加す
るなか、遺族の負担を軽減するた
め、おくやみ相談窓口を設置し、
利用者一人ひとりに合わせた必要
な手続きの案内やサポート等を行
います。また、犯罪被害に遭われ
た方が1日も早く日常を取り戻
し、安心して暮らすことができる
よう、犯罪被害者等支援条例の制
定に向けて必要な支援策を検討す
るほか、手話言語条例と障がい者
コミュニケーション条例を施行し
条例の理念について周知啓発を図
るなど、障がいの有無にかかわら
ず、互いに尊重し合う共生社会の
実現を目指します。

本年4月から導入する宿泊税を活
用し、多角的な海外プロモーショ
ン等を通じた誘客による観光業の
活性化、テーマに沿った魅力ある
コンテンツの造成やスマートツー
リズム・ユニバーサルツーリズム
の推進による質の高い観光の提
供、冬季観光の魅力向上・誘客強
化、インバウンド対応が可能なガ
イドをはじめとする人材育成な
ど、函館観光の価値を高める新た
な取組を進めます。また、道南の
各市町と連携し、戦略的な観光施
策を展開することにより、道南の
延べ宿泊者数1千万人を目指しま
す。

看護系大学等の
設置

新幹線・公共交通地域経済の活性化 看護系大学等の
設置

新幹線・公共交通地域経済の活性化

PICKUP

PICKUP

宿泊税を活用した
観光施策の充実
宿泊税を活用した
観光施策の充実

こ
れ
が
令
和
８
年
度
の
函
館
市
で
す

奨学金の返還支援など、若者
の地元就職につながる取組を
進めるほか、継続的な企業誘
致や創業・スタートアップの
促進を通じて多様な人材が活
躍できる環境を整備し、地域
経済の活性化を図ります。

新幹線の函館駅乗り入れ検討
や札幌開業の早期実現に向け
て取り組むほか、西部地区で
のＡＩデマンド交通や椴法華
地域での公共ライドシェアに
よる実証運行など、新たな交
通の導入を検討します。

市民生活の支援市市民生市民民民生民生活生活活生活生活活活活生活活活活の支活のののの支援の支援援援支援支援援援市民生活の支援

たたたた

主
な
事
業
紹
介

主
な
事
業
紹
介

少子化に伴い医療の担い手が
減少するなか、将来にわたっ
て地域の医療提供体制を維
持するため、公立はこだて未
来大学への看護学部設置に向
け、取り組んでまいります。


